
　
七
月
七
日
、
今
年
は
管
区
集
会
の
無

い
年
で
す
の
で
、
第
二
宗
務
所
単
独
で

の
開
催
で
行
い
ま
し
た
。
教
区
長
・
護

持
会
長
・
宗
務
所
役
職
員
の
参
加
で
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業

を
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、
昨
年
の
管
区
人
権
啓
発
研

修
会
で
宗
務
所
職
員
が
参
加
し
研
修
し

て
き
た
所
で
、
今
年
は
是
非
護
持
会
の

研
修
で
も
広
め
た
い
と
の
思
い
で
決
め

た
場
所
で
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
語
り

部
の
方
か
ら
、
被
災
時
の
話
や
現
況
な

ど
で
の
苦
労
話
を
お
聞
し
ま
し
た
。

　
九
月
七
日
～
八
日
、
こ
の
期
の
人
権

主
事
と
し
て
は
最
後
に
な
る
研
修
会
が

宗
務
庁
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
為
に
、
最
初
の
年
だ
け
が
通
常
に

開
催
さ
れ
、
あ
と
は
中
止
と
な
っ
て
い

た
研
修
会
で
し
た
が
、
最
後
に
な
る
こ

の
研
修
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
も
し
く

は
本
庁
で
の
対
面
の
研
修
か
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
の
開
催
と
な
り
、
私
は
対

面
の
研
修
を
選
び
参
加
し
ま
し
た
。

　
管
区
で
の
分
散
会
の
ま
と
め
、
人
権

に
つ
い
て
の
講
演
、
人
権
本
部
規
定
一

部
変
更
等
に
つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
平
成
三
十
年
の
十
二
月
か
ら
の
四
年

間
で
し
た
が
、
三
年
間
は
障
害
者
の
差

別
の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
な

ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
最
後
の
年
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
今

ま
で
の
こ
と
と
現
状
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
に
向
け
て
ど
う
考
え
る
の
か
、
被
災

地
や
被
災
者
の
観
点
で
見
る
人
権
学
習

が
学
習
教
材
と
し
て
本
部
か
ら
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
次
年
度
は
十
三
回
忌
に
当

た
り
続
編
の
教
材
が
提
供
予
定
で
す
。

　
原
発
構
内
で
は
二
班
に
分
か
れ
、
線

量
計
を
付
け
、
厳
重
な
警
戒
の
も
と
で

見
学
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
十
年
も
経

ち
作
業
員
の
環
境
も
だ
い
ぶ
安
全
を
確

保
さ
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

福島県富岡町の廃炉資料館にて

作業員の為の構内にある
大型休憩所

第２班 第１班

1号機建屋。水素爆発の生々しい跡汚水タンクの下の漏れ防止の為の堰

管
内
護
持
会
集
会

管
内
護
持
会
集
会

︱
東
電
福
島
第
一
原
発
︱

︱
宗
務
庁
に
て
︱

︱
宗
務
庁
に
て
︱

全
国
人
権
主
事
研
修
会

全
国
人
権
主
事
研
修
会
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四
月
十
二
日
㈫

　
梅
花
流
第
五
十
回
奉
詠
大
会

於
　
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　「
ま
ほ
ら
」

一
三
五
名
参
加

六
月
八
日
㈬	

　
宗
務
所
梅
花
役
職
員
会

於
　
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

九
名
出
席

六
月
十
四
日
㈫
午
前

　
梅
花
流
特
派
宗
務
所
講
習
会

　
師
範
講
習

　
於
　
長
井
市「
は
ぎ
苑
」

　
七
名
受
講

六
月
十
四
日
㈫
午
後

　
梅
花
流
特
派
宗
務
所
講
習
会

宗
侶
・
寺
族（
初
め
て
の
方
）

講
習

於
　
長
井
市「
は
ぎ
苑
」

八
名
受
講

　

「
久
し
ぶ
り
！
」「
元
気
だ
っ
た
！
」
会
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
梅
花
の
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
奉
詠
大
会
に
心
が

弾
み
ま
す
。
や
っ
と
！
奉
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

員
さ
ん
達
の
大
舞
台
で
す
。
感
染
対
策
に
万
全
を
尽
く
し
て

下
さ
い
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
研
の
皆
様
に
も
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
詠
讃
歌
の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く
の
僧
侶

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
追
善
供
養
御
和
讃
に
し
ぼ
っ

て
の
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
志

の
あ
る
方
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
驚
く
ほ
ど
上
達
が

早
く
、
質
問
も
た
く
さ
ん

出
ま
し
て
、
と
て
も
楽
し

い
充
実
し
た
講
習
会
に
な

り
ま
し
た
。
一
回
の
講
習

だ
け
で
「
今
日
早
速
法
事

で
唱
え
て
き
た
」
と
い
う

和
尚
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

令
和
四
年
度

梅
花
事
業

十
月
十
一
日
㈫
・
二
十
六
日
㈬

十
一
月
三
十
日
㈬

追
善
供
養
御
和
讃
講
習
会

四
月
十
二
日
㈫

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
　
梅
花
流
第
五
十
回
奉
詠
大
会
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六
月
十
五
日
㈬	

　
梅
花
流
特
派
宗
務
所
講
習
会

詠
範
講
習

於
　
長
井
市「
は
ぎ
苑
」

十
一
名
受
講

梅
花
流
第
五
十
回
奉
詠
大
会
記

念
誌
　
編
集
委
員
会

六
月
二
十
二
日
㈬	

八
月
二
十
四
日
㈬	

九
月
　
十
六
日
㈮

九
月
二
十
八
日
㈬	

十
月
二
十
六
日
㈬	

十
月
　
十
一
日
㈫

十
月
二
十
六
日
㈬	

十
一
月
三
十
日
㈬	

追
善
供
養
御
和
讃
講
習
会

於
　
ア
イ
メ
モ
リ
ー
米
沢

七
名
受
講

十
二
月
九
日
㈮

梅
花
流
特
設
検
定
会

於
　
む
さ
し
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
置
賜
ホ
ー
ル

三
十
二
名
受
検

十
二
月

梅
花
流
第
五
十
回
奉
詠
大
会

記
念
誌
発
刊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
お
さ
ま
る
気
配
が
な
い
中
で
、

大
勢
で
声
を
発
す
る
梅
花
の
特
性

上
通
常
通
り
各
ご
寺
院
を
巡
回
す

る
事
は
危
険
を
伴
い
、
ご
寺
院
様
、

ご
寺
族
様
に
か
な
り
の
ご
負
担
を

お
か
け
し
て
し
ま
う
と
考
え
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
中
止
に
し
て
し
ま
う

と
梅
花
に
対
す
る
熱
が
冷
め
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
は
指
導
者
が

じ
っ
く
り
と
研
鑽
を
つ
み
、
各
自

が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
い
い
講

習
が
で
き
る
よ
う
に
と
僧
侶
と
寺

族
に
し
ぼ
っ
て
の
講
習
会
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
新
し
い
試
み
と
し
て
こ

れ
か
ら
梅
花
を
始
め
る
方
の
為
の

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
惜
し
ま
れ
つ
つ
ご
遷
化
さ
れ

た
第
十
教
区
長　

長
澤
昭
義
老
師

の
梅
花
に
対
す
る
熱
意
に
お
応
え

し
た
も
の
で
す
。

講
師
は
遊
佐
町
長
泉
院
御
住
職

石
川
茂
稔
特
派
師
範
老
師
で
す
。

宗侶・寺族（初めての方）向け講習

詠範向け講習 師範向け講習 ６月14日㈫午前６月15日㈬

６月14日㈫午後

梅
花
流
特
派

宗
務
所
講
習
会

梅
花
の
火
を
灯
す
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●
権
中
教
導
合
格
者

二
教
区　
綱
正
寺　
南　
條　
和　
子

二
教
区　
綱
正
寺　
長　
澤　
む
つ
子

二
教
区　
綱
正
寺　
佐　
藤　
恵　
子

二
教
区　
綱
正
寺　
島　
貫　
昌　
子

二
教
区　
綱
正
寺　
佐　
藤　
恵
美
子

●
正
教
導
合
格
者

五
教
区　
洞
松
寺　
椎　
名　
　
　
隆

●
権
正
教
導
合
格
者

二
教
区　
慶
雲
寺　
伊　
藤　
ひ
ろ
子

五
教
区　
瑞
岩
寺　
佐　
藤　
つ　
る

五
教
区　
瑞
岩
寺　
樋　
口　
多
喜
子

五
教
区　
瑞
岩
寺　
須　
貝　
良　
子

●
教
導
合
格
者

一
教
区　
自
性
院　
數　
馬　
美　
幸

二
教
区　
慶
雲
寺　
川　
合　
　
　
琴

三
教
区　
永
松
寺　
平　
田　
あ
や
子

三
教
区　
永
松
寺　
石　
田　
裕　
子

三
教
区　
宝
昌
寺　
安　
部　
弘　
子

●
三
級
教
範
合
格
者

五
教
区　
蔵
高
院　
山　
口　
美
智
子

●
大
教
導
合
格
者

五
教
区　
蔵
高
院　
安　
彦　
和　
子

●
権
大
教
導
合
格
者

二
教
区　
慶
雲
寺　
沖　
田　
文　
子

二
教
区　
慶
雲
寺　
川　
合　
正　
子

二
教
区　
慶
雲
寺　
高　
橋　
美
佐
子

二
教
区　
慶
雲
寺　
大　
澤　
美
根
子

三
教
区　
宝
昌
寺　
村　
岡　
紀
恵
子

三
教
区　
宝
昌
寺　
佐　
藤　
千　
秋

三
教
区　
玉
林
寺　
黒　
澤　
玲　
子

●
中
教
導
合
格
者

一
教
区　
東
泉
院　
安　
藤　
貞　
子

一
教
区　
東
泉
院　
金　
子　
八　
重

二
教
区　
綱
正
寺　
鈴　
木　
み
え
子

二
教
区　
綱
正
寺　
竹　
田　
里　
美

二
教
区　
綱
正
寺　
須　
貝　
ひ
さ
子

二
教
区　
綱
正
寺　
小　
林　
玉　
子

二
教
区　
慶
雲
寺　
川　
合　
清　
江

二
教
区　
慶
雲
寺　
濱　
田　
清　
子

▲会場　むさしセレモニー置賜ホール

特
設
検
定
会
合
格
者
　
　
　
　
十
二
月
九
日
㈮
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◎
晋
山
結
制

　
③
高
徳
寺　
奥
山　
雅
廣

　
　
　
令
和
四
年　
夏
前
安
居（
初
会
）

　
①
盛
興
院　
岸　
　
順
一

　
　
　
令
和
四
年　
冬
前
安
居（
初
会
）

　
◎
住
職
任
命

　
①
東
泉
院　
石
龍　
克
道

　
　
　
令
和
四
年　
三
月　
二
日

　
③
玉
林
寺　
鈴
木　
孝
章

　
　
　
令
和
四
年　
九
月　
一
日

　
⑤
全
龍
院　
山
川　
昌
孝

　
　
　
令
和
四
年　
九
月　
一
日

　
⑨
輪
王
寺　
長
谷
川
泰
彦

　
　
　
令
和
四
年
一
一
月
三
〇
日

◎
兼
務
住
職
任
命　
（　
）内
は
本
務
寺

　
⑩
高
福
寺　
村
田　
恒
生（
長
慶
寺
）

　
　
　
令
和
三
年
一
二
月　
四
日

　
①
慶
福
寺　
西
山　
啓
志（
高
国
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
一
月
一
七
日

　
⑥
長
泉
寺　
金
原　
良
介（
寶
昌
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
三
月
二
八
日

　
⑥
観
音
寺　
山
岸　
弘
道（
正
法
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
三
月
二
八
日

　
⑥
小
川
寺　
笹
川　
憲
彰（
源
居
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
三
月
二
八
日

　
⑥
根
澤
寺　
楠　
　
賢
道（
吉
祥
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
六
月
三
〇
日

　
⑧
済
廣
寺　
楠　
　
賢
道（
吉
祥
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
六
月
三
十
日

　
⑩
玉
泉
寺　
山
口　
卓
道（
舘
山
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
六
月
三
〇
日

　
⑨
正
泉
寺　
對
間　
隆
法（
茂
林
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
七
月　
四
日

　
⑥
白
川
寺　
梅
津　
光
雄（
大
福
寺
）

　
　
　
令
和
四
年　
七
月
二
七
日

　
⑨
耕
澤
寺　
今
成　
幸
裕（
昌
傳
庵
）

　
　
　
令
和
四
年　
八
月
三
一
日

　
⑤
岡
應
寺　
菊
地　
豊
宗（
瑞
岩
寺
）

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日

　
　
　
　

◎
教
師
補
任（
昇
等
補
任
含
む
）　

　
⑨
林
泉
寺　
菊
池　
道
喜　
権
大
教
師

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月　
三
日

　
③
千
眼
寺　
鈴
木　
大
智　
二
等
教
師

　
　
　
令
和
四
年　
二
月
一
六
日　

　
⑤
龍
澤
寺　
梅
津　
昌
也　
二
等
教
師

　
　
　
令
和
四
年　
八
月
二
二
日

◎
緋
恩
衣
被
着

　
③
高
徳
寺　
奥
山　
雅
廣　
　

　
　
　
令
和
四
年　
七
月
二
六
日

　
⑤
洞
松
寺　
小
野　
卓
也

　
　
　
令
和
四
年　
七
月
二
六
日

◎
緋
衣
被
着

　
③
高
徳
寺　
奥
山　
雅
廣

　
　
　
令
和
四
年　
三
月
一
〇
日

　
①
盛
興
院　
岸　
　
順
一

　
　
　
令
和
四
年　
九
月
一
三
日

◎
住
職
勤
続
四
〇
年
表
彰

　
③
東
陽
寺　
西
山　
晋
隆

　
　
　
令
和
四
年　
四
月　
一
日

　
②
東
正
寺　
本
間　
宗
一

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月　
一
日

　
②
高
福
寺　
佐
藤　
俊
成

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月　
一
日

　
③
善
秀
院　
髙
橋　
信
幸

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月　
一
日

　
◎
瑞
世

　
⑨
海
應
院　
西
山　
良
信

　
　
永
平
寺
拝
登

　
　
　
令
和
三
年
一
二
月
一
三
日

　
　
總
持
寺
拝
登

　
　
　
令
和
三
年
一
一
月
二
八
日

　
②
龍
雲
院　
對
間　
永
修

　
　
永
平
寺
拝
登

　
　
　
令
和
三
年　
九
月　
五
日

　
　
總
持
寺
拝
登

　
　
　
令
和
三
年
一
一
月
二
二
日

　
③
千
眼
寺　
鈴
木　
大
智

　
　
永
平
寺
拝
登

　
　
　
令
和
四
年　
一
月
一
一
日

　
　
總
持
寺
拝
登

　
　
　
令
和
三
年
一
二
月　
一
日

　
③
積
善
寺　
武
田　
和
樹

　
　
永
平
寺
拝
登

　
　
　
令
和
四
年　
五
月
二
一
日

　
　
總
持
寺
拝
登

　
　
　
令
和
四
年　
五
月
一
九
日

　
⑤
龍
澤
寺　
梅
津　
昌
也

　
　
永
平
寺
拝
登

　
　
　
令
和
四
年　
七
月　
二
日

　
　
總
持
寺
拝
登

　
　
　
令
和
四
年　
七
月　
四
日

　
◎
転
衣

　
③
積
善
寺　
武
田　
和
樹

　
　
　
令
和
三
年
一
二
月　
六
日

　
⑤
龍
澤
寺　
梅
津　
昌
也

　
　
　
令
和
四
年　
六
月　
一
日

◎
伝
法

　
⑤
龍
澤
寺　
梅
津　
昌
也　
　

　
　
　
令
和
四
年　
五
月
二
〇
日

◎
立
身

　
⑥
正
法
寺　
山
岸　
大
悟　

　
　
　
令
和
三
年　
冬
前
安
居

　
③
高
徳
寺　
奥
山　
風
雅

　
　
　
令
和
四
年　
夏
前
安
居

管
内
の
動
き

（
令
和
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
一
一
月
三
一
日
ま
で
の
出
来
事
を
掲
載　
※
敬
称
略
）
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本
年
度
の
教
化
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
可
能
な
限
り
何
と

か
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
来
の
取
組
み
ま
で
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
工
夫
し
な
が
ら
知
恵

を
絞
り
、
管
内
ご
寺
院
様
は
じ
め
寺
族
様
等
の
ご
理
解
ご
協

力
の
も
と
前
年
度
か
ら
大
き
く
飛
躍
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
一
連
の
行
持
を
通
じ
マ
ス
ク
姿
の
ま
ま
で
は

あ
り
ま
す
が
、
対
面
し
て
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
の
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
直
接
の
繋
が
り
は

不
可
欠
で
す
。
さ
て
、
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
か
ら
令
和

へ
と
時
代
が
変
わ
り
予
期
せ
ぬ
感
染
症
に
見
舞
わ
れ
た
前
宗

務
所
体
制
の
四
年
間
。
非
常
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
山
の
住
職
と
い
う
立
場
だ
け
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
風
景
を
眺
め
る
機
会
を
頂
き
、
ど
ん
な
状
況

下
で
も
多
く
の
方
に
お
声
が
け
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
と
も
あ
れ
ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
社
会
情
勢

で
は
あ
り
ま
す
が
、「
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
む
」
気
構
え

に
て
今
後
も
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
み
や
び
）

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
一
日
よ
り
、
前
所
長
鈴
木
桂
樹

老
師
の
後
任
所
長
と
し
て
宗
務
所
を
運
営
さ
せ
て
頂
き
、

何
と
か
大
役
を
務
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
間
も
な
く
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。
職
員
一
同
、

希
望
を
胸
に
懐
き
発
進
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
二
年
目
よ
り
方

向
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
会

議
を
重
ね
、
創
意
工
夫
し
な
ん
と
か
事
業
を
前
に
進
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
を
想
定
し
模

索
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。
未
来
に
向
け
て
宗
務
所
が
果
す
役
割
は
何
か
と
問

い
続
け
、
管
内
檀
信
徒
の
一
人
一
人
の
幸
せ
を
願
い
、
真

摯
に
向
き
合
い
、
行
政
を
預
る
一
人
と
し
て
、
緊
張
感
を

持
ち
職
務
を
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
反
省
も
含
め
関

係
各
位
の
御
協
力
、
御
支
援
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

退
任
の
言
葉
と
し
ま
す
。

所　
　
長　
桃
源
院
住
職　
英　
　
　
元　
弘

庶
務
主
事　
泉
髙
院
住
職　
山　
岸　
俊　
道

梅
花
主
事　
千
眼
寺
住
職　
鈴　
木　
一　
志

人
権
主
事　
昌
傳
庵
住
職　
今　
成　
幸　
裕

書　
　
記　
慶
雲
寺
住
職　
吉　
田　
光　
貴

お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今期退任者氏名

◎
得
度

　
⑤
蔵
髙
院　
三
浦　
慶
信

　
　
　
令
和
四
年　
七
月
三
一
日

　
①
桃
源
院　
英　
　
双
祥

　
　
　
令
和
四
年　
八
月　
七
日

◎
寺
族
安
名
　

　
②
松
林
寺　
杉
沼　
則
子

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月
二
五
日

◎
遷
化（
除
籍
日
）

　
⑨
常
関
寺　
小
川　
博
明

　
　
　
令
和
四
年　
五
月
二
四
日

　
②
全
城
院　
渡
邉　
康
輔

　
　
　
令
和
四
年　
六
月
三
〇
日

　
②
蓬
莱
院　
鈴
木　
明
宏

　
　
　
令
和
四
年　
九
月
一
三
日

　
⑩
龍
言
寺　
長
澤　
昭
義

　
　
　
令
和
四
年
一
一
月
一
〇
日

　
③
瑞
光
寺
前　

鈴
木　
文
夫

　
　
　
令
和
四
年
一
一
月
二
一
日

◎
寺
族
逝
去（
除
籍
日
）

　
⑥
正
法
寺　
山
岸　
し
づ
ゑ

　
　
　
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
教
区
長
任
命

　
⑩
洞
松
院　
西
山　
道
雄

　
　
　
令
和
四
年
一
一
月
一
六
日

※宗務所玄関前は「横山測量様駐車場」に
なりますので、宗務所へ来所の方は宗務
所駐車スペースへ駐車ください。（黄色枠）

編
集
後
記

英
　
　
　
元
　
弘

英
　
　
　
元
　
弘

退
任
の
挨
拶

退
任
の
挨
拶
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